まって しまいました。 その 男 は、 片眼で、 見えない 方 

の 眼 は、 白く びくびく うごき、 上着の ような 半纏の よ 

うな へんな もの を 着て、 だいいち 足が、 ひどく まがつ 

や ぎ 

て 山羊の よう、 ことに その あし さきと きたら、 ごはん 

を もる へらの かたちだった のです。 一郎 は 気味が 悪 

かった のです が、 なるべく 落ちついて たずねました。 

「あなた は 山猫 をし りません かご 

すると その 男 は、 横 眼で 一郎の 顔 を 見て、 口 を まげ 

てに やっと わら つ て 言いました。 

もど で 

「山ね こさ ま はいます ぐに、 ここに 戻って お出 やる よ _ 

おまえ は 一 郎 さんだ なご 



姿勢で、 しゃんと 立って いました が、 いかにも、 たば 

この ほしいの をむ りに こらえて いるら しく、 なみだ を 

ぼろぼろ- /ぼしました。 

そのと き、 一 郎は、 足 もとで パチパチ 塩の はぜる よ 

うな、 音 をき きました。 びっくりして 屈んで 見ます と、 

き ん 

草の なかに、 あっちに もこつ ちに も、 黄金い ろの 円い 

ものが、 ぴかぴかひかって いるので した。 よくみ ると、 

みんな それ は 赤い ず ぼん を はいた どんぐりで、 もう そ 

の 数と きたら、 三百で も 利かない ようでした。 わ あわ 

あわ あわ あ、 みんなな にか 云って いるので す。 

「あ、 来たな。 蟻の ように やってくる。 おい、 さあ、 



ず かにな りました。 見る と 山ね こ は、 もういつ か、 黒 

い 長い 糯 子の 服 を 着て、 勿体ら しく、 どんぐり どもの 

前にす わって いました。 まるで 奈 良の だいぶつ さまに 

さんけいす るみんな の 絵の よう だと 一 郎は おもい まし 

かわむ ち 

た。 別当が こんど は、 革 鞭 を 二三 べん、 ひゆう ぱちっ、 

ひゆう、 ぱちっと 鳴らしました。 

空が 青く すみわたり、 どんぐり は ぴかぴかして じつ 

にきれ いでした。 

「裁判 ももう 今日で 三日 目 だぞ、 いい加減 にな かなお 

り をしたら どう だ ご 山ね こが、 すこし 心配そう に、 そ 

、- ば 

れ でもむ りに 威張って 言います と、 どんぐり ども は 



て 叫びました。 

「ちょうど 一 升あります ご 

山ね この 陣羽織が 風にば たばた 鳴りました。 そこで 

山ね こ は、 大きく 延び あがって、 めをつぶって、 半分 

あくび をしながら 言いました。 

「よし、 はやく 馬車の したく をし ろご 白い 大きな きの 

こで こしらえた 馬車が、 ひっぱりだされました。 そし 

てなん だか ねずみいろの、 おかしな 形の 馬が ついてい 

ま ^9 

「さあ、 おうちへ お送りいた しまし ようご 山猫が 言い 

ました。 二人 は 馬車に のり 別当 は、 どんぐり のます を 
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